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 令和7年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 〇全国平均と同程度もしくは上回った記録 

握力 上体起こし 反復横跳び ５０ｍ走 

長座体前屈 立ち幅跳び ソフトボール投げ 

〇全国平均より下回った種目 

２０ｍシャトルラン 

・体力総得点では全国平均を上回っている。項目では、

持久力において全国を下回った。 

 〇全国平均と同程度もしくは上回った記録 

握力 反復横跳び ５０ｍ走 長座体前屈 

立ち幅跳び  

〇全国平均より下回った種目 

上体起こし ２０ｍシャトルラン 

ソフトボール投げ 

・男子と同様、体力総得点では全国平均を上回っている。

項目では、力強さ、持久力、巧緻性において全国を下

回った。 

 ・「運動が好き」と回答する子どもの割合 

全国:男子 72.7%, 女子 54.1% 

本校:男子 82.4%, 女子 72.7% 

・「体育の授業が楽しい」と回答する子どもの割合 

全国:男子 73.7%, 女子 56.9% 

本校:男子 67.6%, 女子 57.6% 

・「好き」と回答する子どもの割合が全国よりも

高い。「体育の授業が楽しい」と捉える子ども

の割合は男子がやや下回った。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自らの 

健康づくりを図る取組の充実 

 

   

 

 ・特別活動で行う歯みがき指導の際に、学校医や歯科専門学校の学生を講師として招き、子どもの実態を踏まえた実践的な指導の充実を図る。 

 ・スキー学習などにおいて、外部講師や保護者に指導（補助）を依頼する。 

 

別添２-１ 

体力・運動能力
＜男子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

○子ども同士の関わりを大切にし

た、運動の楽しさを実感する授業 

⇒ペアやチームで相互に役割を果

たし、協力して学習する。 

○運動量の確保と運動の質の向上

に向けた授業改善 

⇒○○習慣を設定し、単元の学習

時期を調整することで準備や片付

けの時間短縮をする。また準備運

動として縄跳びを取り入れ運動量

を確保する。 

〇出前講座、外部講師等を活用し

た授業 ⇒３年生 タグラグビー 

〇荒井山を活用したスキー学習 

 

○保健指導 

 「歯の健康」「けがの防止」「目の

健康」に関する特別活動の学習 

〇食指導 

 栄養教諭と連携し、食事・栄養・健

康の相互関係について知り、健康な

体づくりに関心をもたせる指導 

○薬物乱用防止教室 

 外部講師の専門的な知見を活かした

指導の展開 

○性に関する指導 

 自他を尊重し、命を大切にする心を

育てる指導 

〇休み時間の活動の場の工夫 

⇒固定遊具を使った遊びや、屋上で

の一輪車など、各施設での安全な場

の設定。人数や学年に応じた、グル

ープ分け。また、縄跳びカードを活

用し、運動の機会を増やしていく。 

 

〇運動が好きな子、運動が得意な子

を増やす取組み 

⇒体力向上プロジェクトの取組の中

で、スポーツや運動を楽しもうとす

る態度を育てる。 

 

〇委員会等での運動を伴う遊び企画 
 

体力・運動能力
＜女子＞ 


